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は
じ
め
に

̶
̶

言
葉
と
は
、
歴
史
で
あ
る
。

「
え
、
何
言
っ
て
ん
の
？
」
と
思
わ
れ
た
ら
、
す
み
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
す
ぎ
ま
し
た
ね
。

こ
の
本
は
、
言
葉
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
で
す
。

そ
れ
も
、
特
別
な
言
葉
、
む
ず
か
し
い
言
葉
で
は
な
く
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
。

た
と
え
ば
、「
ふ
つ
う
」
と
か
、「
好
き
・
嫌
い
」
と
か
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
か
。

「
あ
ざ
と
い
」「
や
ば
い
」「
は
い
・
い
い
え
」「
ケ
チ
」
な
ん
て
い
う
も
の
も
。
本
当
に
、
日
常
で
よ

く
使
う
、
よ
く
見
る
言
葉
ば
か
り
。

で
も
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

「
ど
う
し
て
ケ
チ
の
こ
と
を
ケ
チ
と
言
う
か
、
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
」

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
う
っ
と
言
葉
に
詰
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ケ
チ
っ
て
漢
字
で
ど
う
書
く
っ
け
？

　 え
、
そ
も
そ
も
日
本
語
？

　 …
…
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に

使
っ
て
い
る
の
に
、
本
質
的
な
意
味
を
聞
か
れ
る
と
、
答
え
ら
れ
な
い
。
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こ
の
本
で
は
、
そ
ん
な
言
葉
の
意
味
や
起
源
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
も
の
ご
と
は
、
言
葉
で
で
き
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
あ
な
た
」
や
「
み
な
さ
ん
」、「
君
」
と
い
う
言
葉
が
な
け
れ
ば
、
今
こ
の
文
章
を
読

ん
で
い
る
方
を
な
ん
て
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
…
…
（「
そ
な
た
」
と
か
？
）。

「
私
」「
仕
事
」「
お
金
」「
家
」「
靴
」「
音
」「
本
」
…
…
こ
う
し
た
言
葉
が
も
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、

と
た
ん
に
生
活
は
不
便
に
な
り
ま
す
。

「
こ
れ
は
ネ
コ
」「
あ
れ
は
イ
ヌ
」「
こ
の
曲
が
好
き
」「
明
日
は
休
み
」「
今
日
は
暖
か
い
」「
お
疲
れ

さ
ま
」
…
…
本
当
に
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
言
葉
た
ち
。
世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
、
私
た
ち
は
言
葉
を
通
し
て
世
界
を
理
解
し
て
い
ま
す
。

も
し
私
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
思
考
で
き
る
生
き
も
の
だ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
言
葉
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
記
号
や
0
〜
9
の
数
字
さ
え
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
処
理
・
表
現
で
き
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
表
現
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
あ
る
。

そ
れ
は
、「
人
が
い
た
か
ら
」
で
す
。
言
葉
に
は
、
そ
の
と
き
人
々
が
込
め
た
感
情
や
、
社
会
の
背

景
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
い
ろ
ん
な
形
・
意
味
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
そ
の
一
方
で
、
千
何
百
年
も
変
わ
ら
ず
、
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

4

だ
か
ら
、
言
葉
は
歴
史
。「
人
の
営
み
の
歴
史
そ
の
も
の
」
な
の
で
す
。

そ
ん
な
奥
深
く
て
楽
し
い
言
葉
の
世
界
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
、
そ
ん

な
思
い
で
つ
く
っ
た
本
に
な
り
ま
す
。

…
…
で
も
、言
葉
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、「
ネ
コ
た
ち
」

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
言
葉
の
起
源
や
歴
史
を
、
キ
ュ
ー
ト
な
お
ネ
コ
さ
ま
の
（
た
ま
に
他
の

生
き
も
の
た
ち
も
）
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。
そ
ん
な
本
で
す
。

「
え
、
な
ん
で
ネ
コ
？
」

と
思
い
ま
し
た
？

　 実
は
、
会
社
の
人
に
も
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

で
も
逆
に
聞
き
ま
す
け
ど
、
猫
で
不
都
合
な
こ
と
あ
り
ま
す
!? 

と
反
論
し
た
の
で
す
が
（
心
の
中

で
）、
一
応
こ
う
説
明
し
ま
し
た
。

「
猫
と
言
葉
の
相
性
は
最
高
で
、
シ
ン
ク
ロ
率
が
『
∞
』
に
な
る
か
ら
で
す
！
」

も
ち
ろ
ん
、
ぽ
か
ん
と
さ
れ
ま
し
た
。
い
や
…
…
こ
れ
ば
か
り
は
、
言
葉
で
説
明
す
る
に
は
ち
と
文

字
数
が
足
り
な
い
…
…
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
も
言
い
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
チ
ラ
見
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
よ
う
こ
そ
、
楽
し
い
日
本
語
の
世
界
へ
！
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時とともに意味が変わっていった言葉

ＰＡＲＴ
NIHONGO 

GOGENZUKAN

い
123456789101112

121416182022242628303234

「
ま
さ
か
」  

／
関
連
語
「
あ
り
え
ない
」

「
ち
ょ
ろい
」
／
関
連
語
「
ち
ょっかい
」

「
ケ
チ
」
／
関
連
語
「
浪
費
」

「
お
と
な
しい
」
／
関
連
語
「
お
さ
ない
」

「
美
しい
」
／
関
連
語
「
き
れい
」

「
仕
事
」
／
関
連
語
「
職
業
」

「
ざ
ん
まい
」
／
関
連
語
「
曖
昧
」

「
出
世
」
／
関
連
語
「
出
張
」

「
あ
い
さ
つ
」
／
関
連
語
「
礼
」

「
が
ん
ば
る
」
／
関
連
語
「
無
理
」

「
た
ぶ
ん
・
きっと
」
／
関
連
語
「
お
そ
ら
く
」

「
ず
るい
」
関
連
語
「
卑
怯
」

1314151617

3638404244464748

「
や
か
ら
」
／
関
連
語
「
や
く
ざ
」

「
ち
ゃ
ん
・
さ
ん
・
さ
ま
」
／
関
連
語
「
く
ん
」

「
あ
ざ
とい
」
／
関
連
語
「
あ
ば
ず
れ
」

「
す
ごい
」
／
関
連
語
「
さ
す
が
」

「
あ
た
り
ま
え
」
／
関
連
語
「
知
識
」

日
本
人
の
知
ら
ニ
ャ
い
仮
名
の
話

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
一

「
鳴
く
ネ
コ
は
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
ぬ
」

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
二

「
皿
な
め
た
ネ
コ
が
科
（
と
が
）
を
負
う
」

調べたことなかったけどいつもそこにある言葉

ＰＡＲＴ
NIHONGO 

GOGENZUKAN

ろ
181920212223242526272829

505254565860626466687072

「
はい
・いい
え
」
／
関
連
語
「
返
事
」

「
表
・
裏
」
／
関
連
語
「
う
ら
ない
」

「
べん
り
」
／
関
連
語
「
か
ん
た
ん
」

「
な
る
ほ
ど
」
／
関
連
語
「
た
し
か
」

「
イ
ライ
ラ
・
ム
カ
つ
く
」
／
関
連
語
「
怒
る
」

「
や
は
り
」
／
関
連
語
「
や
わ
ら
かい
」

「
せ
つ
ない
」
／
関
連
語
「
い
と
しい
」

「
昨
日
・
今
日
」
／
関
連
語
「
お
と
とい
」

「
明
日
・
あ
さって
」
／
関
連
語
「
ご
あ
さって
」

「
寝
巻
き
」
／
関
連
語
「
パン
ツ
」

「
好
き
・
嫌
い
」
／
関
連
語
「
恋
」

「
上
手
・
上
手
い
」
／
関
連
語
「
下
手
」

303132333435

7476788082848688

「
め
ん
ど
く
さい
」
／
関
連
語
「
やっかい
」

「
ま
じ
め
と
マジ
」
／
関
連
語
「
ガ
チ
」

「
ちゃん
と
・
ちょ
う
ど
」／
関
連
語
「
しっか
り
」

「
お
ま
え
・
あ
な
た
」
／
関
連
語
「
あ
いつ
」

「
高
い
・
安
い
」
／
関
連
語
「
た
か
が
知
れ
る
」

「
ピン
キ
リ
」
／
関
連
語
「
さ
ん
ぴ
ん
」

日
本
人
の
知
ら
ニ
ャ
い
単
位
の
話

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
三

「
猫
糞
（
ね
こ
ば
ば
）
を
き
め
こ
む
」

時とともに意味が変わっていった言葉
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ま
」
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関
連
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ん
」

「
あ
ざ
とい
」
／
関
連
語
「
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ば
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れ
」

「
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」
／
関
連
語
「
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が
」

「
あ
た
り
ま
え
」
／
関
連
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「
知
識
」

日
本
人
の
知
ら
ニ
ャ
い
仮
名
の
話

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
一

「
鳴
く
ネ
コ
は
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
ぬ
」

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
二

「
皿
な
め
た
ネ
コ
が
科
（
と
が
）
を
負
う
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調べたことなかったけどいつもそこにある言葉
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え
」
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関
連
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事
」
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裏
」
／
関
連
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」
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り
」
／
関
連
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ん
」
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ど
」
／
関
連
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」
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」
／
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」
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」
／
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ら
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日
本
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の
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ニ
ャ
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話
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ざ
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三
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当
座
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「
め
ちゃ
く
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」／
関
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語「
む
ち
ゃ・む
ちゃ
く
ちゃ
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「
す
み
ま
せ
ん・ご
め
ん
」／
関
連
語「
あ
り
が
と
う
」

「
さ
ぼ
る
」
／
関
連
語
「
ポ
タ
ー
ジュ」

「
お
ちょく
る
・ふ
ざ
け
る
」／
関
連
語「
ほ
た
え
る
」

「
ダメ
」
／
関
連
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「
ム
ダ
」

48495051525354
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「
新
米
」
／
関
連
語
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新
参
・
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参
」

「
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や
こ
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」
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く
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／
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く
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関
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「
う
ん
こ
」
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ま
か
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ま
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張
る
」／
関
連
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「
ペテン
」

「
四
の
五
の
・一か
八
か
」
／
関
連
語
「
丁
半
」

「
本
当
と
ウ
ソ
」
／
関
連
語
「
謎
」

日
本
人
の
知
ら
ニ
ャ
い
和
製
漢
字
の
話

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
四

「
ネ
コ
が
肥
え
れ
ば
鰹
節
が
や
せ
る
」

「
ネ
こ
と
わ
ざ
」
そ
の
五

「
ネ
コ
を
追
う
よ
り
魚
を
の
け
よ
」

時を経ても変わらない言葉
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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「
？
？
？
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／
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連
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？
？
？
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む
か
し
考
え
た
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コ
の
本
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ネ
こ
と
わ
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」
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「
横
座
に
座
る
は
ネ
コ
か
バ
カ
」
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と
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」
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は
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の
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り
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時の流れは早いもの……。いつの時代も、人の間では言葉が交わ
されてきました。
その中では、たとえば現代で「ヤバい」がポジティブな意味で使
われているように、同じ言葉でも意味が変わっていくことが多々あ
ります。
「あいさつ」「出世」「あざとい」など……何気なく使っている言葉も、
その起源をたどると「え、そんな意味だったの !?」と驚くものも。
この本の最初は、そんな言葉たちの歴史を紹介していきましょう。
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Kedi

Paka

Mphaka

い
時とともに意味が
変わっていった言葉

時の流れは早いもの……。いつの時代も、人の間では言葉が交わ
されてきました。た。
その中では、たとえば現代で「ヤバい」がポジティブな意味で使
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m a s a k a
まさか

意味
予期せぬこと

用例「まさか敵の正体が主人公の父だったとは」

01

12

ありえない
気になる関連語

「ありえない」とは、「ありえる」の否定形。原型の「ありうる」は万葉
集からあった言葉で、もとの意味は「世の中にあることができる」「生
きていくことができる」の意味だった。

ま
さ
か
！
　
ま
さ
か
ね
ぇ
。
な
ど
、「
そ
ん
な
こ
と
起
こ
る
と
は
考
え
に
く

い
が
…
…
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
こ
の
言
葉
。

実
は
、
万
葉
集
に
も
事
例
が
あ
る
。

た
だ
、
現
在
の
「
ま
さ
か
」
と
は
意
味
が
違
い
、
当
時
は
「
今
」
と
い
う
時

間
を
あ
ら
わ
す
言
葉
だ
っ
た
。

で
は
、
な
ぜ
「
今
」
を
意
味
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
語
源
が
「
目
」
だ
っ

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

目
の
前
の
こ
と
を
「
目
前
（
ま
さ
き
）」
と
言
い
、
こ
こ
か
ら
転
じ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
１
つ
。
も
う
１
つ
、
目
を
あ
ら
わ
す
「
ま
（
目
）」、

方
向
を
さ
す
「
さ
」、住す

み

処か

の
よ
う
に
居
場
所
を
あ
ら
わ
す
「
か
」
が
合
わ
さ
っ

た
言
葉
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。

現
在
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
。

た
だ
、「
今
目
の
前
」
と
い
う
意
味
が
、な
ぜ
「
予
期
せ
ぬ
こ
と
」
に
つ
な
が
っ

た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
昔
は
「
ま
さ
し
く
！
（
そ
の
と
お
り
）」
の
意

味
で
も
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
。

時とともに意味が
変わっていった言葉

ＰＡＲＴ

い
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